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イ ン ド ネ シ ア 社 会 科 学 の 現 況
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Koentjaraningrat

Ⅰ 戦前のイン ドネシア研究

16世紀の末以後の,イン ドネシア諸島, そ

の民族および文化に関 しては数多 くの情報が

あるが,諸民族についての記録の大部分はオ

ランダの船員,探検家,宣教師,聖書の翻訳

餐,植民地政府の官吏などの手によるもので

あるっ

これ らの文献については,い くつかの包括

的な文献 目録があるっ たとえば, Bibliogra-

phyontheColonialLiieralliγefrom 1595

-1865,2Vols.(Hooykaas,1877) がある

が, これには 9巻の補遺 (Hartlllann,1895,

1932)がつけられ,1865年以後1932年 までの

出版物の書名が収め られている｡また,手 ご

ろな CaialogueofBooksandJournalspub-

lished in Indone5;ia beta,een 187(ト1937

(Ockeloen,1939)があ り, これは1938年か ら

1941年の間の出版物に関する補遺をもつ｡ さ

らに R.Kennedy他の編集によるよく知 られ

て手軽な Bibliogra♪hyof IndonesianPeoI

pies and Cultures (Kennedy,Maretzky,

Fischer,1956)がある｡

しか しなが ら,イン ドネシアの民族 と文化

に関するこD大量の情報は,科学的分析には

限 られた部分 しか信頼できない し使用に耐え

ない｡イン ドネシアの民族 と文化に対するオ

ランダ人の学術的な興味は,植民地時代のや
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や後の時期すなわち19世紀の後半になってや

っ とおこってきた｡オランダの植民地政府が

官吏や軍人,宣教師など植民地で成功 しよう

とするあらゆる人々に, この国のさまざまな

情報,イン ドネシア住民の言語や文化につい

ての広範囲にわたる知識を要求 しはじめたの

は,ちょうどこの時期か らであった.t

このような興味か ら発生 した体系的な知識

は, イン ドネシア 民族の 社会構造, 思惟方

法, 慣習法, 歴史, 言語および農村経済な

どの学問分野の複合体,すなわちオランダ語

で 東イン ド諸島 についての 知識を 意味する

indologie という一つの題 目で呼ばれるもの

に発展 したっ

発展Jj後期C/)段階にあった indologieは,

わずかな主題にのみ専念 してはい られないに

もかかわ らず,社会科学 としては最小J)分化

をするに留 まった｢それは三つJj方向に特殊

化 しただけであった〔第 1は多少 とも文学 ･

歴史を志向した研究を含む もので,第 2はよ

り社会 ･慣習法-の志向をもった研究を,そ

して第 3は社会経済学を志向した研究を含む

ものである｡当時 C.C.Berg,C.TanVollen-

hoven,H.J.Boekeなどの オランダLJlイン

ドネシア学者は,イン ドネシア文化vj一般原

理や固有の構造を, すなわち Parsonsの用

語法に従 えば,イン ドネシアの文化システム

を調査することによって,イン ドネシア人の

生活様式を深 く理解することを意図 したっ彼

らは通常,文献的研究あるいは比較による推

論によってこの理解を得 ようとした( これ ら
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の方法を用いたため,彼 らは文化のより古い

側面に専念せざるを得なかった｡その結果 こ

れ らオラソダの学者は,社会 ･文化の変動の

問題にはほ とんど興味を示さなかった｡

この時期のイン ドネシア社会科学研究の中

心は,オランダの大学や学術研究団体であっ

た｡イン ドネシア内では,それはほとんど完

全にヨーロッ パ人の手に握 られていた｡その

ころ社会科学に関連 した研究機関は一つしか

なかった｡それは法律学校 (LawSchool)で

あった｡ しかも法律学校を卒業 したイン ドネ

シア人のうち,ごくわずかの者が調査その他

の学術的活動に関与するのみで,イン ドネシ

アの知識人の大部分はそのまま植民地政府の

官吏 となっていった｡筆者は,イソードネシア

の戦前における社会科学の展開について,こ

れ以上詳 しく述べる必要はないと思う｡この

間題に さらに 興味のある人々に 対 しては,

indologieの各部門の 発展のあらましを 与え

るい くつかの展望論文をあげておこう｡手に

入るものと してほ, イン ドネシアの 慣習法

(adatllaW)研究の初期の発展に関するC.van

Vollenhovenの総括的な要約 (1928)と, も

う一つは, 短いがより最近のものを含む J.

Prinsの論文 (1962)がある｡ また,イン ド

ネシアの人類学の発展に関する簡潔ではある

が包括的な要約は,R.Kennedy(1944),G.

J.Held(1953), A.G.Gerbrands(1959),

P.E.deJosselindeJong(1960)などがあ

り,社会学に関 しては Heeron(1953,1965)

があり,ジャワの言語研究の網羅的批判的展

望については Uhlenbeck(1964)がある｡

II 戦後のオランダ Zndologie

第二次世界大戦後,オランダがその広大な

植民地を失って以来, オランダの indologie

は以前の輝か しい地位を取 り戻すことはでき

なかった｡ 戦前は, オランダの インド学者

(indologist)は学問的訓練を受けた官吏 とし
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て,群島じゅうごく小さな地方にまで配置さ

れた｡彼 らはすべて,直接的集中的な観察を

行なう機会をもち,イソ ドネシア人の生活を

理解 しようとした｡戦後のイン ドネシア革命

紘,主にジャワの農村地域においてゲリラ戦

で戦われたので,オランダ人が保護地域の市

街や町を離れるのは危険であった｡ジャワ以

外においても,オランダの官吏が研究に集中

する機会はほとんどなかった｡独立による正

式の政権移譲ののち,行政に携わっていたす

べてのオランダ人官吏が引き揚げ,オランダ

人が研究する機会は完全に消滅 した｡

戦後に出版されたいくつかの慣習法研究 と

人類学的研究は,すでに戦前にスター トした

研究の継続にすぎない｡ たとえば,Waropen

Papuanに関する G.J.Heldの研究 (1947)

辛, ジャワ人の 社会構造の 変化に ついての

H.∫.Burgerの有名な研究 (1948-1949)が

あげられる｡ しかし当時,その大部分がなお

オランダ人であったイン ドネシア大学の教授

達は,研究活動を続けたが,特に社会科学で

は熱心な調査活動を行なった｡これ らの研究

成果は, オランダの雑誌 Bijdragen lotde

Taal-,Land-enVolkenkundeや,イン ドネ

シアの雑誌 MadjalahKebudajaanIndonesia

に掲載された｡後者はオランダ人の学術団体

`̀Batavian Association ofArtsand Sci-

ences‥の以前の雑誌の継続である｡ これら

の雑誌のほかに,当時 Indonesi昌という雑誌
があった｡

イン ドネシアとオラソダの政治的関係は,

なお緊張にみちたものであり,両国が西ニュ

ーギニア問題で同意に達 しなくなったとき状

況はさらに悪 くなった｡両国はますます疎遠

になり,オランダの大学のほとんどはイン ド

ネシアに対するその学術的関心を失った｡ し

かし, Sociologish-HistorischSeminarvan

ZuidoostAzi6という研究機関を持っている

アムステルダム大学は興味を持ち続けた｡そ
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の研究所長は W.F.Wertheim という社会

学者で,イン ドネシアの専門家であるO

オランダ人のインドネシアに対する興味が

減少する一方,他方では,西ニューギニアで

の彼 らの調査活動はより活発になった,50年

代の初期,彼 らは西ニューギニアでの彼らの

足掛 りを保つことができると考えた｡西ニュ

ーギニアでの社会科学的調査の中心は,総督

J.VanBaal自身によって設立 されたオラン

ダ人口研究所であった｡彼は人類学者であっ

たので, 人類学的な調査が 研究所の 活動の

重要な部分･を占めることになったっ したがっ

て,この場合の人口研究 とは,通常の意味の

demographicな研究に 限定 される ものでは

なかった｡研究所の存続 した10年間に展開さ

れた活動の成果は極めてめざましいものであ

った｡その調査活動の出版物の リス トは,特

に人類学では, ∫.V.deBruynの報告に含

まれており,それは1957年にバンコクで開か

れた第 9回太平洋科学会議 (PaciacScience

Conference)に提出されたものである｡

1963年に西ニューギニア問題が解決 したあ

とのオランダとの友好開拓の回復により,ゆ

るやかではあるが,若い世代の社会科学者が

イン ドネシアへの関心を呼び戻 してきた｡こ

の状況は筆者が,1966-1967年にニ トレヒト

大学での講義のため,オランダに招待 された

ときに注 目したことである｡

Ⅲ オランダ以外の外国人の学術的関心

第二次世界大戟前はイン ドネシアの民族 と

文化に関する研究はオランダの独占物 と考え

られていたが,戦後になってオランダ以外の

国々の学者が,オランダ人が関心を示さなか

ったあいだに生 じたギャップを埋めるように

なった｡これ らの学者は第 1にアメリカ人,

第 2にオース トラリア人であるO若干の ドイ

ツ人,イギ リス人,ロシア人,日本人学者 も

イン ドネシアに注 目しはじめた｡

アメリカ人の関心は,第二次大戦後東南ア

ジアに向けられた米国の一般的な注 目を反映

したものであった｡イン ドネシア研究を始め

たアメリカのセンターについては,三つの重

要なものが言及されるだろう｡第 1は,コー

ネル大学の極東学科 (DepartmentofFar

Eastern Studies) の東南アジアプログラム

である｡ このプログラムの指導者 G.McT.

Kahin教授は政治学者でイン ドネシアの専門

家であるため,初期のころは,東南アジアの

政治とくにインドネシアの政治の研究が支配

的であったo Lかし,歴史学,社会学,経済

学,人類学などの分野もプログラムの中で本

来の位置を占めるようになったOこのプログ

ラムは,アメリカその他の国々の研究者のみ

ならずイン ドネシア人をも含む,多 くの調査

研究者が博士課程の研究のための実地調査を

行なうのを援助 した｡これ らの研究の結果は

多 くが未発表の修士論文や博士論文になって

いるが,予備報告や中間報告,また相当な大

きさの著書 としても出版されているCイン ド

ネシアでのコーネル大学の調査活動の最 も重

要な成果 としては, たとえば,H.Feithの

著作 TheDeclineof ConstitutionalDemo-

cracyinIndonesia(1962),1942-1945年の

日本軍占領の問のイン ドネシアのイスラムに

関するすぼ らしい研究である H.Bendaの

TheCrescenlandtheRisingSun (1958),

植民地経済から自立経済-の転換過程を議論

している J.0.Sutterの大著 Ind077eSianisasi

(1959)辛, イン ドネシアの共産主義を研究

した R.McVeyの TheCominternandthe

Riseof Indonesian Communism (1965)が

ある｡ 最後に, Selosoemardjanの Social

Changesin Jogjakarla (1962)をあげねば

ならない｡これは,1945年から1949年のオラ

ンダに対するイン ドネシア人の武力革命の中

心地ジョクジャカルタに起 こった,極めて大

きな社会文化の変動についての詳細な事例研
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究 である｡

東南アジア特にイソ ドネシアに対 して学術

的関心をもつアメリカのもう一つのセンター

はマサチューセッツ工科大学 (M.Ⅰ.T.)の国

際問題研究所 (CenterofInternationalStud-

ies) である, この研究所のイン ドネシア研

究は, 有名なカナダの経済学者 B.Higgins

によって指導されている｡しかし M.Ⅰ.T.の

イン ドネシア研究は経済-のみ向けられたわ

けではな く,む しろ経済発展の社会文化的,

非経済的側面に焦点があてられていた｡この

意味では,人類学者が最 も有力な構成員であ

ったモジョク ト (Modjokuto)調査隊の活動

がよく知 られている｡ このチームは Modjo-

kutoという架空の名前をつけられた 中部ジ

ャワの地方都市を調査 した｡チームの指導者

R.Handonは言語学者であったが, Geertz

夫妻や R.Jayのような人類学者,A･Dewey

のような経済学老などもいた｡C.Geertzは

チームの中で最 も著書が多 く,宗教に関する

もの (1960)から経済史 (1963), 都市地域

の社会生活の研究 (1965)にまでおよんでい

る｡ Modjokuto研究の別の重要な成果 とし

てほ,たとえばA.Deweyの PeasanlMar-

ketinginJava(1963)がある｡

アメリカにおけるインドネシア研究の第 3

のセンターは,地理学者 K.Pelzerが率いる

エール大学の東南アジアプログラムである｡

このセンターは,戦前エール大学で特にイン

ドネシアに 関心をもっていた 人類学教授 R.

Kennedyの活躍のおかげで, イン ドネシア

研究のセンターとしてほ最古のものである｡

Kennedyはまた, 有名な BibliograPhyof

IndonesianPeoplesandCulture(1948)を

はじめた人でもある｡人類学者を主 とする何

人かの fieldworkersが,エール大学の援助

で博士論文のためのイソ ドネシフ調査を行な

った｡東南アジアプログラムの範囲外ではあ

るが,ここでは,イソドネシアのメラネシア
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部分すなわち西ニューギニアに関する L.Po-

spisilの研究をあげることができる｡彼の研

究は, 慣習法の概念に 貴重な 貢献をなした

The Kai)auku Papuans and their Lay)

(1957)という書物となったo最後に Survey

ofWorldCulturesSeriesのうちイソドネシ

アを担当したのもエール大学であることを述

べておきたい (McVey,1963)0

これまで,アメリカによるインドネシア研

究にふれてきた｡筆者はすでに,インドネシ

ア研究に大きな関心を寄せてきたもうーつの

国としてオ-ス トラ1)アをあげた｡オース ト

ラリアがイン ドネシアに興味を持つのは容易

に理解でき,詳 しい説明は不要であろう｡イ

ソドネシア研究がはじまったのは,オラソダ

のイン ド学者 F.H.vandNaerssenによっ

てイン ドネシア研究プログラムが設けられた

シ ドニー大学であった｡その後,イン ドネシ

ア語の理解に重点をおいたイン ドネシア研究

が,キャンベラのオース トラリア国立大学,

クレイ トンとメルボルンのモナシュ大学,ブ

リスペソのクイーンスラソ ド大学,そしてパ

ースの西オ-ス トラリア大学で発展 していっ

たoオース トラリアのイン ドネシ7専門家は

歴史学者,政治学者,経済学者,言語学者,

文献学者や地理学著から,人類学者や社会学

老にまで広がっている｡

イギ リスや ドイツ,フランス,ソ連などの

学者は,イン ドネシアの社会科学研究ではあ

まり重要性を持たない｡ここで筆者は,特に

日本の社会科学について述べたい｡もしまち

がっていなければ,日本の社会科学者の東南

アジア特にイン ドネシアに対する学術的関心

紘,第二次世界大戦の状況の中で現われてき

たものである｡その主要部分は歴史家による

ものであって,イソ ドネシアの初期の歴史の

特殊研究をした人々や,岩生成一教授のよう

にイソ ドネシア人あるいはイン ドネシアのオ

ラソダ人 と日本人との初期の頃の関係を研究



:7ン + ヤ ラ ニ ソ ク ラ ソ ト

した人々,あるいは小林良正教授のようにイ

ン ドネシアの独立闘争 と国民運動の研究をし

た人々などがあげられる｡上に述べた学者の

著作は, Soedjatmoko の Introduction io

IndonesianHistoriography(1965;pp.206-

216)所収の岸教授の論評 RecentJapanese

SourcesforIndonesianHisioriogra♪hyに

掲げられている,歴史学者のほかに,第二次

大戦以後のイン ドネシアに対する日本の関心

は,東京都立大学の社会人類学者馬淵東一教

授からももたらされた｡教授は, ミナンカバ

ウで人類学的な調査を行なった倉田勇氏のよ

うな何人かの彼の弟子にその興味をおこさせ

た ｡

lV イン ドネシア人による社会科学研究

現在,イン ドネシアにおける調査研究活動

は,主に次の3種類の研究機関に集中 して行

なわれている｡

(1) 大 学

(2) 国家 レベルの研究機関

(3) 政府各省庁の研究所

(1) 大 学

独立後数年間は,イン ドネシアの大学には

実質的な調査研究のできる社会科学者はほと

んどいなかった｡大学の教授やスタッフの第

一世代は戦前の官吏や行政官出身であったJj

で,学術的研究にはほとんど経験をもたなか

った｡二世代 目のスタッフは,1957年になっ

てようや く各大学でさまざまな地位を占める

ようになり,1960年以後はじめてより大きな

割合を占めることになったっこの若い世代の

学者は,その補足的教育をアメリカの大学で

受けてきている｡彼 らは通常,第一世代のオ

ランダ流に教育された社会科学者 (主に,読

律家) と比較 して,学術的研究にほより多 く

の経験を積んでいる｡ しかしなが ら残念なこ

とに,この若い社会科学者達は学問的研究に

専念するための時間にも資金にも,機会にも

イン ト不 シ了持去亨十手J〕現況

恵まれていないっ彼らはいつも過度に重い授

業負担や 広範な 管理の 職務を担わされてい

るO彼 らはまたしば しば,各種の政府機関か

ら諮問を受けている｡イン ドネシア政府はイ

ン ドネシア大学の最 も優秀な経済学著を奪い

とってしまったっ

(2) 国家 レベルJj研究機関

これらD研究機関はイン ドネシア学術会議

(LIPI)しっ一部 として構成されているっ 社会

科学の分野でほっ国立社会経済研究所 (LEK-

NAS)と国立文化研究所 (LRKN)があるっ

これらの研究所は教育は行なわず,もっぱら

調査研究に 携わって いるっ それらは ほんの

4-5年前に設立 さjLたばか りで,まだ,図

書館を建てたり研究者を養威 したりする予備

的な発展段階にあるっ

これ らD 国立Jj調査研究機関は, 多 くの

発展途上国にあるものと同じような状況にあ

るO資金はほとんど政府から得ているので,

政府の国家政策にかなうような研究が望まれ

ているったとえば現在では,第一次経済開発

5カ年計画が政府の主な目標であるので,こ

れ らの研究機関Dすべての研究計画は何 らか

の形で国家の計画と関孫をもっているっ

(3) 政府各省庁の研究所

たとえば,隻林省は大規模で設備のよい農

業研究部門を誇っており,厚生省は設備のと

とのった公衆衛生Jj研究部門を持っている｡

しか しながら,各省庁付属の研究所の調査研

究活動は,当面D問題に関連 した実践的調査

という特徴をあまりにも持っており,より基

礎的な調査研究Jjための時間や機会はほとん

ど残 されていない｢

以上,イン ドネシアにおける学術的活動の

センターと考えられる三つのタイプの社会科

学の研究機関について述べてきたっ若い世代

のイン ドネシアの社会科学者は主 としてアメ

リカ式の教育を受けたので,以前のオランダ

のイン ド学者が しば しば用いた思弁的帰納的
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な分析 よりも,む しろ数量的演梓的な手法を

好むようになった｡現在のイン ドネシアの社

会科学者が,当面の経済問題や社会的政治的

な問題の,より実用的な側面に興味を持って

いることは明らかである｡

イン ドネシアの経済学者は,現在,最近の

経済開発 5カ年計画の意味を裏づけたり次の

計画の起草を基礎づけるようなデータの収集

に主 として興味を持っている｡この目的のた

めに,彼らはイソ ドネシア各地の経済調査を

行なおうとしている｡ イン ドネシアの社会お

よび文化の一般化が,その大きな多様性のた

めほとんど不可能であり,しかも特に外債に

関する最 も基礎的なデータが事実上欠如 して

いるからである｡

経済学者のみならず,イン ドネシアの社会

学者や社会人類学者が大きな関心を抱いてい

るこのほかのプロジェクトは,人口移動およ

び都市化の問題である｡この関連では,民族

関係の問題に特別な注目が払われている｡わ

れわれイン ドネシア人は,民族グループの間

の緊張は農村的な状況でよりも都市的な環境

の中で著 しいと見ている｡これは,さまざま

な民族が特に都市に集まり,都市が供給する

限 られた雇用機会を争っている状況を思いお

こせば,容易に理解されよう｡特に質的な分

析方法 と集中的なインタビュ-の経験を持っ

た人類学者は,都市のスラムに住む労働者の

研究には大いに役に立つだろう｡幸いなこと

に,特にイン ドネシアでは長い学問的伝統が

ないため,社会学者 と人塀学者の間の非常に

良好な協力関係はまだ保たれている｡

社会学著は,イン ドネシアの政党システム

の研究や官僚組織 と汚職の研究をその特権 と

考えており,他方社会人類学者は,進歩を阻

害 しているイン ドネシア人の価値体系のよう

な主題について研究 している｡

これらすべてのプロジェクトは,イン ドネ

シアの経済発展および国家開発に対する関心
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と密接に結びついている｡ しかしイン ドネシ

アの一般的な状況は,まだ社会科学の幅広い

調査研究を十分促進するに至っていない｡有

能な人材 と経験のある研究者の不足は,なお

われわれの最 も重大な弱点の一つである｡ 社

会科学研究において,他の国々との共同計画

や広範な協力が必要とされるところである｡

したがって,われわれイン ドネシア人はイン

ドネシア研究を志す外国の社会科学者の来イ

を大いに歓迎するものである｡

(松井範惇訳)
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